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ボーイスカウト京都第7団 
カブスカウト隊 

カブスカウト隊活動説明書 
 

＜カブスカウトとは＞ 
    小学校３年生から5年生までの3年間、野外活動や奉仕活動等を通じ、やくそくと 
  さだめの実践から「より良き社会人」になることを大きな目標とする活動です。 
    やくそくとさだめは社会で生活をする中での大切なことをわかりやすい言葉で示していま
す。 
やくそく 
      「ぼくはまじめにしっかりやります。カブ隊のさだめを守ります」 
さだめ 
      １カブスカウトはすなおであります。 
      ２カブスカウトは自分のことを自分でします。 
      ３カブスカウトはたがいにたすけあいます。 
      ４カブスカウトはおさないものをいたわります。 
      ５カブスカウトはすすんでよいことをします。 
    カブ隊のプログラム中ではこれらを意識し実践するようにしています。活動中のみな 
  らずご家庭、あるいは学校生活の中などでも大事なことがここには書いてあると思いま 
  す。そしてこれらは将来の社会生活の中でも重要な事柄なのだとも思うのです。 
    カブスカウトの活動が将来の礎となるように、また、普段から誰かのことをおもい 
  考えられる存在であるように、各種プログラムを通して育むのがカブスカウトの活動 
  であります。 
 
＜特徴＞ 
1 進歩制度 

  各自の年齢に応じ、うさぎ・しか・くまのカブブックを履修します。 
  カブブックとは、それぞれの課程においての成長の目標が示されています。 
毎月のプログラムには幾つかの項目を折り込み、参加することで履修することができるよう
になっています（一部ご家庭での実践となるものもあります）。 
全ての項目を１１月に完修することを目標とし、修了と同時にステップ章（それぞれの動物
の顔をかたどったワッペン）の授与をします。（より早く個別で実践することを妨げるもの
ではありません） 
  また、チャレンジ章という選択科目が約40種類あり、うさぎ・しか・くまの課程に関係な
く自分の好きなものを選んで習得することが出来ます。 
 
 

2 組制度 
  カブスカウトは、たて割りにより5～6人で組を構成し活動します。 
  個人での活動とグループで活動することの大きな違いは他のメンバーがいることです。そ
こには決め事や約束事が少なからず存在します。また、みんなで一つの目標に向かうこと、
そのための協力と助け合うことの大切さを学び、達成した時の喜びを分かち合うこともあり
ます。 
  グループ内で活動することは自分と友達との「ちがい」を気付くことができるということ
があります。そのちがいはそれぞれの得意なこと、あるいは苦手なことなどいろんなことが
あると思いますが、活動をする中でみんなで得意なところを任せ、苦手なところをフォロー
しあうということが生まれてきます。こうして他のメンバーと一つのものを作り上げること
につながっていきます。もちろんこれにはコミュニケーションを欠かすことができません
し、お互いの存在を認め合うことが重要になってきます。 
  カブスカウトの活動ではどのようにしてゲームに勝つか？どんな工作をするか？といった
ことがしばしば組で話しあわれることですが、このような遊びや楽しい活動の中で小さな社
会の一員として一つのことを達成していくことを学習していきます。 
  このグループの中心となるのが組長です。組長はくまのスカウトが務め、方向性やメン
バーの割り振りなどを行います。そしてそれを支えるのが次長で、組長のサポートを行う、
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時には組長と相談し方針を決めることもあります。しかとうさぎのスカウトに役職というの
は明記されませんが、例えば救急箱を持つ、地図を持つなどの役割を組長より託されること
もあります。逆を言えば、このような役割を学習していくことが組で活動することのねらい
といえます。 

 
＜年間プログラム＞ 
  毎月あるテーマをもとに、組集会（月1～3回）と隊集会（月1回）を行います。 
   
  組集会・・・基本的に団本部で集会 
              9:00集合  12:00解散  その月の隊集会に関する内容 
  隊集会・・・主に野外活動 
              一日を使って活動する。集合解散はその都度連絡をします。 
  舎営・・・・春季と夏季の年2回。基本的に2泊3日 
              山の家や民宿を利用。時にキャンプをすることもあります。 
  保護者説明会・・・9月初旬に年間プログラム説明会及びデンリーダーの決定 
                    各舎営1ヶ月前に舎営説明会の実施。その他必要に応じて開催 
   
 
 
 
＜費用＞ 
  入団金               5,000円（ＢＶＳよりの上進者は不要） 
  入隊準備金           3,000円（カブキャップ、チーフ、書籍等の購入を隊で致します） 
  隊費                 4,200円／月（隊費  4,000円、組費  200円） 
  育成会費            10,000円／年 
  セコイア会費         2,000円／年 
 
＜購入品＞ 
  制服  半袖                  3,240円        高島屋京都店ボーイスカウト（制服） 
        半ズボン              3,132円        売り場、もしくは京都テルサ３階 
  ストッキング  2足            810円~       京都連盟需品部にてご用意ください。 
  カブベルト                    648円~         
ハバサック                  3,500円         

  ロープ6ｍ（ボーイ用）        596円         
  食器セット、スプーンセットが野外料理などのプログラムに必要になります。特に指定はあり
ません。         
  水筒もご用意ください。これも形状等の指定はありません 
  雨具についても指定はありません。ポンチョのようにカバンごと隠れるもの、上下セパレート
のものなど、一つハバザックに入れてください。 
   
＜七つ道具について＞ 
  以下のものは常にハバザックに詰めて毎集会お持ちください。 
  カブブック（チャレンジ章の本も併せてお持ちください）、カブ歌集、ロープ、軍手、 
  雨具、筆記用具（ペン等とメモ帳をご用意ください）、救急道具（絆創膏など） 
   
 
 

以上 
 


